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幹
事
会
を
代
表
し
て
挨
拶
す
る
羽
野
議
長

来
賓
挨
拶
を
す
る
Ｊ
Ｒ
連
合
・
住
吉
労
働
政
策
局
長

Ｊ
Ｒ
西
労
組
を
代
表
し
て
発
言
す
る

福
本
副
執
行
委
員
長

川原事務局長の総括答弁

ＪＲグループ労組連絡会を代表して挨拶する海上代表幹事

26春闘勝利に向け団結ガンバロー 来賓を代表して挨拶する上村JR連合会長

ＪＲ西日本で働く仲間にとって
魅力あるＪＲ西日本グループの構築に向け団結ガンバロー

平和活動「千羽鶴奉納」

横のつながりを大切に活動しています

　

　

広
島
間
接
支
部
は
、広
島
エ
リ

ア
の
間
接
部
門
に
従
事
す
る
約

４
５
０
名
、５
分
会
か
ら
な
る
組

織
で
す
。間
接
業
務
は
、会
社
の

中
で
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
的
な
業
務

が
多
く
、部
門
間
調
整
に
お
け

る
潤
滑
油
と
し
て

機
能
す
る
役
割
を

担
って
い
ま
す
。

　

広
島
間
接
支
部

で
は
、間
接
の
立
場

か
ら
業
務・組
織
課

題
の
問
題
点
や
改

善
点
を
議
論
し
、

解
決
に
向
け
て
上

部
組
織
へ
の
提
言
・

共
有
を
は
じ
め
と
し
て
、「
横
の
つ

な
が
り
」と「
平
和
活
動
」の
２

点
を
軸
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず「
横
の
つ
な
が
り
」で
す
。

中
国
エ
リ
ア
に
お
け
る
間
接
業

務
は
広
島
に
集
約
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
広
島
間
接
支
部
に
は

様
々
な
エ
リ
ア
出
身
の
組

合
員
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、組
合
活

動
を
通
じ
た「
横
の
つ
な

が
り
」の
醸
成
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

支
部
と
し
て
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
メ
イ
ン
に
、昨

年
度
は
野
球
観
戦

や
い
ち
ご
狩
り
等
を

実
施
し
ま
し
た
。組

合
員
か
ら
は「
次
回

も
参
加
し
た
い
」

「
顔
は
知
っ
て
い
た

け
ど
初
め
て
話
し
た
」な
ど
好
評

を
博
し
ま
し
た
。

　

次
に「
平
和
活
動
」で
す
。連

合
や
地
本
が
主
催
す
る
平
和
関

連
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。上
述
の
通

り
、
広
島
間
接
支
部
は
様
々
な

出
身
エ
リ
ア
の
組
合
員
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
平

和
に
関
す
る
想
い
や
教
育
内
容

は
組
合
員
に
よ
り
様
々
で
す
。　

　

し
か
し
、広
島
で
働
く
以
上

は
、広
島
の
想
い
を
少
し
で
も
感

じ
、「
平
和
」で
な
け
れ
ば
私
た

ち
の
当
た
り
前
の
日
常
生
活
は

な
い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
て
ほ
し

い
と
思
い
、活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
〝々
組
合
員

フ
ァ
ー
ス
ト
〞を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　  

〈
広
島
地
本
発
〉

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
は
、２
０
２

６
年
２
月
10
日（
火
）、Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ

ド
に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合

第
33
回
委
員
会
を
開
催
し
、幹

事
会
、委
員
、来
賓
、傍
聴
を
含
め

て
約
１
５
０
名
が
集
結
し
た
。

　

初
め
に
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
幹

事
会
を
代
表
し
て
羽
野
議
長
が
、

①
第
３
四
半
期
決
算
②
安
全
③

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
④
魅

力
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
⑤

第
51
回
衆
議
院
議
員
選
挙
⑥
新

た
な
中
期
経
営
計
画
に
つい
て
挨

拶
を
行
っ
た
。特
に
、２
０
２
６
春

季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
は
、物
価

高
対
策
、産
業
間
格
差
の
是
正
、

契
約
単
価・委
託
費
の
改
善
に
向

け
た
決
意
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、来
賓
の
Ｊ
Ｒ
連
合・住

吉
労
働
政
策
局
長
か
ら
、①
安
全

②
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
③

労
働
基
準
関
係
法
制
の
見
直
し
に

つ
い
て
挨
拶
を
受
け
た
。

　

議
事
に
入
り
、経
過
報
告
、運

動
方
針
の
提
起
が
あ
り
、全
体
質

疑
で
は
多
く
の
委
員
か
ら
発
言

が
あ
り
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
本
部
の
福

本
副
執
行
委
員
長
が
、安
全
確

立・２
０
２
６
春
季
生

活
闘
争
の
２
点
に
つい

て
発
言
を
行
っ
た
。

　

安
全
確
立
に
つ
い

て
は
、「
安
全
お
守
り

手
帳
」を
活
用
し
た

職
場
点
検
、Ａ
Ｂ
Ｃ

運
動
の
更
な
る
浸
透

に
向
け
て
の
取
り
組

み
と
、福
知
山
線
列

車
事
故
を
忘
れ
ず
心

に
刻
む
取
り
組
む
決

意
。

　

２
０
２
６
春
季
生

活
闘
争
に
つい
て
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本

グ
ル
ー
プ
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、「
人
財
へ
の
投
資
」

を
中
心
と
し
た
成
長
投
資
を
積

極
的
に
進
め
る
た
め
、第
44
回
中

央
委
員
会
で
確
認
し
た
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
１
６
，０
０
０
円
、年
間
臨

給
５
・７
箇
月
の
要
求
を
柱
に
春

闘
交
渉
を
展
開
し
て
い
く
決
意

を
述
べ
た
。

　

川
原
事
務
局
長
の
総
括
答
弁

後
、全
て
の
議
事
を
満
場
一
致
で

確
認
し
、最
後
に
羽
野
議
長
の
力

強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
委
員
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

は
、２
０
２
６
年
２
月
10
日（
火
）、

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
阪
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、２

０
２
６
春
季
生
活
闘
争
総
決
起

集
会
を
開
催
し
、約
１
８
０
名
が

集
結
し
た
。

　

冒
頭
、Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
労
組
連

絡
会
を
代
表
し

て
、海
上
代
表

幹
事
が
、①
賃

上
げ
の
定
着
②

賃
金
の
格
差
是

正
③
人
財
流
出

④
誇
り
を
持
て

る
環
境
整
備
⑤

適
正
な
分
配
構

造
の
構
築
に
つい

て
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

来
賓
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
上
村
会
長
、石
川
産

業
政
策
局
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

代
表
し
て
上
村
会
長
よ
り
、Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
26
春
闘
に
挑
む
決
意

が
示
さ
れ
た
。

　

住
吉
事
務
局
長
よ
り
、２
０
２

６
春
季
生
活
闘
争
方
針
が
提
起

さ
れ
、各
分
科
会
か
ら
26
春
闘
に

向
け
た
決
意
表
明
が
な
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、海

上
代
表
幹
事
の

団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
意
思
統

一
を
図
り
、総
決

起
集
会
を
締
め

く
く
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
第
33
回
委
員
会
を
開
催

平
和
の
想
い
を
つ
ね
に
意
識
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
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　 　　広島間接支部
魅
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
を
創
り
上
げ
よ
う

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
総
決
起
集
会

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
総
決
起
集
会

 


